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新
年
度
に
あ
た
り
、
組
合
員
の
皆

様
へ
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃

よ
り
土
地
改
良
区
の
運
営
並
び
に
土

地
改
良
事
業
の
推
進
に
ご
協
力
を
賜

わ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
茨
城
県
県
南
農
林
事
務
所
稲
敷

土
地
改
良
事
務
所
を
は
じ
め
茨
城
県

土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
、
各
行

政
機
関
の
皆
様
方
に
は
ご
指
導
ご
支

援
を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
う
改
選

に
よ
り
理
事
長
に
再
任
致
し
ま
し

た
。
初
心
を
忘
れ
ず
、
改
良
区
発
展

の
た
め
に
努
力
す
る
所
存
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
伴
い
、
日
常
生
活
に
不
安
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
感
染
予
防
に
努
め

て
終
息
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

管
内
の
事
業
実
施
状
況
で
す
が
、

令
和
３
年
度
で
県
営
利
根
北
部
地
区

が
事
業
を
完
了
致
し
ま
し
た
。
今
年

　

本
年
４
月
の
定
期
人
事
異
動
に
よ

り
、
稲
敷
土
地
改
良
事
務
所
に
赴
任

し
ま
し
た
久
保
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

豊
田
新
利
根
土
地
改
良
区
の
皆
様

に
は
、
日
頃
よ
り
、
本
県
の
農
業
振

興
並
び
に
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推

進
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
情
勢
と
致
し
ま
し

て
は
、
本
年
１
月
頃
よ
り
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
猛

威
を
振
る
い
、
本
県
で
も
千
人
を
超

え
る
陽
性
者
が
発
出
す
る
な
ど
収
束

す
る
見
込
み
が
立
た
な
い
な
か
、
２

月
に
始
ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に

伴
う
穀
物
、
肥
料
、
燃
油
等
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
物
価
高
が
顕
著
と
な

る
な
ど
、
欧
州
を
中
心
に
世
界
的
に

は
不
安
定
な
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
一
方
で
、
国
内
の
農
業
に
目

を
転
じ
ま
す
と
、
管
内
で
は
人
口
の

減
少
に
伴
い
稲
敷
市
や
河
内
町
、
利

根
町
が
過
疎
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
象

徴
さ
れ
ま
す
と
お
り
、
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
や
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
、

生
産
者
米
価
の
下
落
が
顕
著
と
な
る

な
ど
、
農
業
者
の
皆
様
に
は
様
々
な

課
題
に
直
面
し
、
不
安
を
募
ら
せ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
本
県
で
は
昨

年
の
９
月
末
に
「
い
ば
ら
き
３
Ｑ

（Q
uality

質
の
高
い
、Q

uantities

多
く
の
量
を
、Quickness

迅
速
に
）」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
本
県
農
林
水
産
業

の
成
長
産
業
化
を
図
り
、「
儲
か
る

農
業
」
の
実
現
に
よ
り
持
続
的
に
発

展
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
と
し

て
、
２
０
２
５
年
度
ま
で
の
目
標
と

な
る
農
林
水
産
部
の
基
本
指
針
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
指
針
で
も
、
基
盤
整

備
（
土
地
改
良
）
を
契
機
に
農
地
の

大
区
画
化
や
担
い
手
へ
の
集
積
・
集

約
化
に
よ
り
生
産
コ
ス
ト
を
縮
減
さ

せ
る
こ
と
や
、
水
田
の
汎
用
化
に
よ

り
野
菜
な
ど
の
高
収
益
作
物
を
導
入

し
て
販
売
額
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
な

ど
、
農
業
所
得
の
向
上
に
つ
な
げ
、

「
儲
か
る
農
業
」
の
実
現
を
目
指
す

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
管
内
の
農
業
農
村
整
備
と

し
ま
し
て
は
、
事
業
実
施
中
で
あ
り

ま
す
「
利
根
西
部
地
区
」
や
「
利
根

南
部
地
区
」
に
代
表
さ
れ
ま
す
水
田

等
の
面
的
整
備
の
ほ
か
、「
早
井
東

部
地
区
」
を
は
じ
め
と
し
た
老
朽
化

し
た
農
業
水
利
施
設
の
長
寿
命
化
対

策
や
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
等
を

積
極
的
に
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

当
事
務
所
と
し
ま
し
て
も
、
地
元

豊
田
新
利
根
土
地
改
良
区

　
理
事
長
　
岡
　
田
　
金
　
男

茨
城
県
県
南
農
林
事
務
所

　
稲
敷
土
地
改
良
事
務
所

　
所
長
　
久
保
田
　
良
　
英

度
は
県
営
早
井
東
部
１
期
地
区
は
用

水
路
工
事
、
県
営
早
井
東
部
２
期
地

区
で
は
河
内
第
１
機
場
の
附
帯
工

（
吸
水
槽
）、
県
営
利
根
西
部
１
期
地

区
は
区
画
整
理
の
仕
上
整
地
工
事
、

県
営
利
根
西
部
２
期
地
区
は
荒
整
地

工
事
と
用
水
機
場
及
び
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
測
量
設
計
、
県
営
利
根
南
部
地

区
は
測
量
設
計
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
老
朽
化
の
進
ん
だ
施
設

は
団
体
営
維
持
管
理
適
正
化
事
業
等

で
順
次
改
修
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
も
経
費
の
節
減
、
賦
課
金
の

収
納
率
の
向
上
に
取
り
組
み
、
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
業
務
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。ご

あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ
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４
月
の
定
期
異
動
に
よ
り
ま
し

て
、
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
県

南
事
業
所
に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
栗

原
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

岡
田
理
事
長
を
は
じ
め
、
豊
田
新

利
根
土
地
改
良
区
の
皆
様
方
に
は
、

茨
城
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

　
県
南
事
業
所

　
所
長
　
栗
　
原
　
浩
　
之

ご
あ
い
さ
つ

常
日
頃
よ
り
農
業
農
村
整
備
事
業
の

推
進
は
も
と
よ
り
本
会
の
運
営
並
び

に
諸
事
業
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
、

多
大
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援

を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
紙
面
を

お
借
り
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
急
拡
大
や
減
少
に
翻
弄
さ

れ
、
日
常
生
活
は
も
と
よ
り
様
々
な

活
動
に
大
き
な
制
約
を
受
け
ま
し
た
。

本
会
に
お
い
て
も
、
例
年
実
施
し
て

い
る
各
種
会
議
、
研
修
会
等
が
影
響

を
受
け
、
書
面
に
よ
る
開
催
ま
た
は

延
期
、
中
止
な
ど
会
員
の
皆
様
に
は

何
か
と
ご
迷
惑
や
ご
不
便
を
お
か
け

致
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
感
染
症

予
防
対
策
に
万
全
を
期
し
た
上
で
、

組
織
運
営
並
び
に
諸
事
業
に
当
た
っ

て
参
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
農
業
・
農
村
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
、
担
い
手
の
減
少
、
荒
廃
農
地

の
増
大
や
鳥
獣
被
害
の
増
加
、
農
業

用
施
設
の
老
朽
化
、
気
候
変
動
に
よ

る
豪
雨
災
害
な
ど
に
よ
り
農
地
、
農

業
用
水
等
の
管
理
や
営
農
の
継
続
が

困
難
に
な
る
な
ど
、
様
々
な
課
題
に

直
面
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
、
昨
年

３
月
に
国
に
お
い
て
は
、「
新
た
な

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
が

閣
議
決
定
さ
れ
、
産
業
政
策
と
し
て

「
生
産
基
盤
強
化
に
よ
る
農
業
の
成

長
産
業
化
」、地
域
政
策
と
し
て
、「
多

様
な
人
が
住
み
続
け
ら
れ
る
農
村
の

振
興
」、
こ
の
２
つ
の
政
策
を
支
え

る
「
農
業
農
村
の
強
靭
化
」
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
農
業
農
村
整
備
事
業
関

係
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
末

に
令
和
４
年
度
当
初
予
算
が
、
前
年

を
上
回
る
４
，４
６
８
億
円
（
令
和

３
年
度
４
，４
４
５
億
円
）
を
閣
議

決
定
さ
れ
、
す
で
に
成
立
し
て
い
る

補
正
予
算
の
国
土
強
靱
化
５
か
年
対

策
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
等
１
，８
３
２
億

円
と
合
わ
せ
ま
す
と
、
令
和
３
年
度

と
同
額
の
６
，３
０
０
億
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
事

業
を
計
画
的
・
安
定
的
に
実
施
す
る

た
め
に
は
、
年
度
当
初
予
算
を
し
っ

か
り
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。
当
初
予
算
の
確
保
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
、
会
員
の
皆
様

方
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
４
月
１
日
に
は
、
急

施
の
防
災
事
業
の
拡
充
、
農
地
中
間

管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
の
拡

充
、
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
の

業
務
の
見
直
し
、
土
地
改
良
区
の
組

織
変
更
制
度
の
創
設
が
盛
り
込
ま
れ

た
改
正
土
地
改
良
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
本
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
国
、
県
の
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
改
正
土
地
改

良
法
に
関
し
会
員
の
皆
さ
ま
と
一
緒

に
な
っ
て
対
応
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
豊
田
新
利
根
土
地
改
良

区
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
組
合
員
の

皆
様
方
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

負
担
の
軽
減
や
事
業
効
果
の
早
期
発

現
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
計
画
的
に

基
盤
整
備
を
進
め
、
管
内
の
農
業
農

村
が
今
後
も
元
気
で
活
力
あ
る
も
の

と
な
り
ま
す
よ
う
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
、
皆
様
方
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
豊
田
新
利
根
土
地
改
良

区
の
益
々
の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
健

勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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令
和
四
年
三
月
二
十
二
日
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
五
十
六
名
（
定
数
六
十
名
）
の
出
席
、
議
長
に
第
十
二
選

挙
区
よ
り
、
信
嶋
求
實
総
代
が
選
出
さ
れ
、
全
十
四
号
議
案
が
原

案
ど
お
り
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。	

令
和
四
年
度
　
通
常
総
代
会
提
出
議
案

第
一
号
議
案

　

令
和
三
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
変
更
事
業
計
画
に
つ
い
て

第
二
号
議
案

　

令
和
三
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
事
業
資
金
借
入
変
更
限
度
額
及

び
借
入
先
に
つ
い
て

第
三
号
議
案

　

令
和
三
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
一
般
会
計
・
特
別
会
計
収
入
支

出
補
正
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

第
四
号
議
案

　

令
和
四
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
事
業
計
画
に
つ
い
て　

第
五
号
議
案

　

令
和
四
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
賦
課
金
の
賦
課
及
び
賦
課
金
の

端
数
取
扱
い
並
び
に
賦
課
徴
収
方
法

に
つ
い
て

第
六
号
議
案

　

令
和
四
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
役
員
報
酬
に
つ
い
て

第
七
号
議
案

　

令
和
四
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
事
業
資
金
借
り
入
れ
に
つ
い
て

第
八
号
議
案

　

令
和
四
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
地
元
分
担
金
の
納
付
に
つ
い
て

第
九
号
議
案

　

令
和
四
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
一
般
会
計
・
特
別
会
計
収
入
支

出
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

第
十
号
議
案

　

令
和
四
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
一
般
会
計
一
時
借
入
金
に
つ
い

て第
十
一
号
議
案

　

豊
田
新
利
根
土
地
改
良
区
歳
計
現

金
預
入
先
に
つ
い
て

第
十
二
号
議
案

　

豊
田
新
利
根
土
地
改
良
区
欠
損
処

分
に
つ
い
て

第
十
三
号
議
案

　

豊
田
新
利
根
土
地
改
良
区
会
計
細

則
の
改
正
に
つ
い
て

令
和
四
年
度
　
通
常
総
代
会
開
催

お
悔
み

増
田
　
照
樹
　
前
理
事
長

　

令
和
三
年
十
月
十
日　

死
去

　

こ
こ
に
、
生
前
の
ご
功
績
に

対
し
、
敬
意
と
感
謝
を
表
し
、

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

第
十
四
号
議
案

　

豊
田
新
利
根
土
地
改
良
区
処
務
規

定
の
改
正
に
つ
い
て

第31号 （4）令和４年６月１６日豊 田 新 利 根 土 地 改 良 区 だ よ り



令和４年度　一般会計予算の内訳

令和４年度　1,000㎡当

令和４年度　1,000㎡当

収　　　　　　入 支　　　　　　出

１．土 地 改 良 事 業 収 入 385,931,730 １．土 地 改 良 事 業 費 支 出 255,190,000

２．附 帯 事 業 収 入 3,063,000 ２．一 般 管 理 費 支 出 118,355,000

３．基 本 財 産 運 用 収 入 15,900 ３．土地改良事業負担金支出 57,701,000

４．特 定 資 産 運 用 収 入 8,560 ４．借 入 金 返 済 支 出 124,978,778

５．補 助 金 等 収 入 66,390,000 ５．支 払 利 息 500,000

６．交 付 金 収 入 21,300,000 ６．固 定 資 産 取 得 支 出 322,800

７．寄 付 金 収 入 1,000 ７．出 資 金 取 得 支 出 1,000

８．業 務 受 託 料 収 入 1,292,000 ８．差 入 保 証 金 差 入 支 出 1,000

９．雑 収 入 11,989,411 ９．納 付 換 地 清 算 金 支 出 0

10．借 入 金 収 入 53,330,000 10．基 本 財 産 積 立 支 出 1,000,000

11．基 本 財 産 取 崩 収 入 2,000 11．特 定 資 産 積 立 支 出 18,502,000

12．特 定 資 産 取 崩 収 入 11,000 12．雑 支 出 600,000

13．固 定 資 産 売 却 収 入 5,000 13．他 会 計 繰 出 金 2,000,000

14．出 資 金 返 還 収 入 1,000 14．繰 越 金 0

15．差 入 保 証 金 回 収 収 入 1,000 15．予 備 費 33,444,054

16．交 付 換 地 清 算 金 収 入 0

17．徴 収 換 地 清 算 金 収 入 0

18．他会計貸付金回収収入 31

19．他 会 計 繰 入 金 2,000,000

20．繰 越 金 67,254,000

計 612,595,632 計 612,595,632

（単位：円）

令和４年度一般賦課金
８，７００円／１，０００㎡

・経常賦課金
６，６００円／１，０００㎡

・特別賦課金
２，１００円／１，０００㎡

№ 地　区　名 賦　課　額 納　期 最終年度

１ 県営上根本 ３，６００円（用・排水）
１，０００円（暗渠） ８月１日 令和

18年度

期別 賦課金 納期

１期 ２，９００円 ５月31日

２期 ２，９００円 ９月30日

３期 ２，９００円 11月30日

№ 地　区　名 賦　課　額 納　期

１ 県 営 利 根 北 部 １，３５０円（償還金） ８月１日

２ 県 営 利 根 西 部 １，１００円（経常）　
　　２０円（償還金） ８月１日

３ 県 営 利 根 南 部 １，３００円（経常）　 ８月１日

第31号 豊 田 新 利 根 土 地 改 良 区 だ よ り 令和４年６月１６日（5）



第
一
号
議
案

　

令
和
二
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
財
産
目
録
、
事
業
報
告
書
に
つ

い
て

第
二
号
議
案

　

令
和
二
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
一
般
会
計
、
特
別
会
計
収
入
支

出
決
算
に
つ
い
て

第
三
号
議
案

　

令
和
三
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
変
更
事
業
計
画
に
つ
い
て

第
四
号
議
案

　

令
和
三
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
事
業
資
金
借
入
変
更
限
度
額
及

び
借
入
先
に
つ
い
て

第
五
号
議
案

　

令
和
三
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
事
業
計
画
に
つ
い
て

第
六
号
議
案

　

令
和
三
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
事
業
資
金
借
り
入
れ
に
つ
い
て

第
七
号
議
案

　

令
和
三
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
一
般
会
計
、
特
別
会
計
収
入
支

出
補
正
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

第
八
号
議
案

　

令
和
三
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
特
別
会
計
収
入
支
出
予
算（
案
）

に
つ
い
て

　

令
和
三
年
十
月
二
十
日
臨
時
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
四
十
六
名
（
定
数
五
十
八
名
）
の
出
席
、
議
長
に
第
十
二

選
挙
区
よ
り
、
信
嶋
求
實
総
代
が
選
出
さ
れ
、
全
十
一
号
議
案
が

原
案
ど
お
り
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
三
年
度
　
臨
時
総
代
会
提
出
議
案

臨
時
総
代
会
開
催

第
九
号
議
案

　

豊
田
新
利
根
土
地
改
良
区
定
款
・

規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
十
号
議
案

　

豊
田
新
利
根
土
地
改
良
区
役
員
選

挙
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
十
一
号
議
案

　

豊
田
新
利
根
土
地
改
良
区
総
代
選

挙
規
程
に
つ
い
て

　土地改良事業の推進及び農業農村の基盤づくりに尽力した功績が
認められ茨城県知事から表彰されました。

岡田理事長
「茨城県土地改良功労者表彰」表彰

第31号 （6）令和４年６月１６日豊 田 新 利 根 土 地 改 良 区 だ よ り



令和二年度　特別会計決済報告

令和二年度　財　産　目　録

令和二年度　一般会計決算報告
収　　　　　　入 支　　　　　　出

１．組 合 費 344,924,786 １．事 務 費 109,871,868
２．年 賦 賦 課 金 3,132,550 ２．徴 収 費 2,492,458
３．雑 収 入 3,373,447 ３．維 持 管 理 費 147,610,537
４．過 年 度 収 入 5,326,935 ４．分担金及び負担金 45,762,730
５．負 担 金 44,720,555 ５．区 債 及 び 借 入 金 90,147,650
６．繰 入 金 6,000,000 ６．財 産 費 34,227,700
７．区 債 及 び 借 入 金 36,270,000 ７．改 良 工 事 費 20,912,158
８. 繰 越 金 62,115,858 ８．諸 費 2,795,149
９. 排 水 協 力 金 1,166,100 ９．予 備 費 0
10. 使 用 料 6,175,567
11. 助 成 金 870,000

計 514,075,798 計 453,820,250

会　　　計　　　名 収  入  額 支  出  額 残　　額
１．県 営 利 根 北 部 地 区 93,934,974 86,665 ,430 7,269 ,544
２．県 営 利 根 西 部 地 区 10,518,341 4,947 ,525 5,570 ,816
３．基 幹 水 利 施 設 管 理 事 業 14,040,000 14,040 ,000 0
４．県単かんがい排水事業源清田地区 8,580,000 8,580 ,000 0
５．団体営維持管理適正化事業　第 40 期生 5,700,000 5,700 ,000 0
６．基 本 財 産 積 立 金 227,968,254 5,000 ,000 222,968 ,254
７．地 区 除 外 決 済 金 積 立 金 109,861,333 0 109,861 ,333
８. 職 員 退 職 給 与 積 立 金 25,432,780 0 25,432 ,780
９. 公 車 購 入 積 立 金 9,642,152 0 9,642 ,152
10. 国 県 営 償 還 準 備 積 立 金 151,783,110 0 151,783 ,110

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

収入支出差引残金　60,255,548円は、令和３年度へ繰越

残金は３年度に繰越

資 産
流 動 資 産 1,567,229 ,239
固 定 資 産 93,469,665

計 1,660,698 ,904
負 債 計 1,481,696 ,986

第31号 豊 田 新 利 根 土 地 改 良 区 だ よ り 令和４年６月１６日（7）



事　業　名 地 区 名 事 業 費 事　　業　　量

かんがい排水事業 県営早井東部 289,153 用水路工　L=910 ｍ
測量設計、用地費及び補償費一式

経営体育成基盤整備事業 県営利根北部４期 26,875 附帯工

経営体育成基盤整備事業 県営利根西部 320,550 測量設計一式、区画整理　31.8ha、
用地費、補償費一式

経営体育成基盤整備事業 県営利根南部 43,000 地区界測量

団体営基幹水利施設管理事業 新利根川沿岸 19,020 十角排水機場　除塵機油圧装置更新

団体営維持管理適正化事業 豊田新利根 20,700 羽原谷津第１機場、長峰水中ポンプ１号
深井戸ポンプ設備改修及び井戸清掃

県単かんがい排水事業 源清田 8,833 道路横断工２箇所、円型コルゲート管

令和３年度　管内事業実施実況 （単位：千円）

第31号 （8）令和４年６月１６日豊 田 新 利 根 土 地 改 良 区 だ よ り



　

令
和
四
年
四
月
十
三
日
理
事
会
及
び
監
事
会
が
開
催
さ
れ
、
理
事
長
・

副
理
事
長
・
総
括
監
事
・
各
委
員
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

理

事

長
　�

岡
　
田
　
金
　
男

副

理

事
　�

本
　
谷
　
秀
　
夫

総
括
監
事
　�

矢
　
澤
　
孝
　
也

総
務
・
会
計
委
員
長
　�

諸
　
岡
　
周
　
示

管
理
委
員
長
　�

川
　
村
　
敬
　
司

豊
田
堰
水
利
運
営
委
員
長
　�

本
　
谷
　
秀
　
夫

新
役
員
・
総
代

理
　
事

本　

谷　

秀　

夫
（
利
根
町
）

増　

田　

正　

雄
（
利
根
町
）

河　

村　

一　

男
（
利
根
町
）

市　

田　

和　

義
（
龍
ケ
崎
市
）

寺　

本　

信　

男
（
龍
ケ
崎
市
）

寺　

﨑　

貴　

一
（
龍
ケ
崎
市
）

横　

田　

忠　

雄
（
龍
ケ
崎
市
）

高　

野　

博　

司
（
龍
ケ
崎
市
）

古　

山　

行　

夫
（
稲
敷
市
）

北　

川　

正
一
郎
（
稲
敷
市
）

大　

野　

佳　

美
（
河
内
町
）
※

川　

村　

敬　

司
（
河
内
町
）

岡　

田　

金　

男
（
河
内
町
）

杉　

山　

隆　

男
（
河
内
町
）

諸　

岡　

周　

示
（
河
内
町
）

監
　
事

矢　

澤　

孝　

也
（
利
根
町
）

宮　

本　

武　

幸
（
稲
敷
市
）
※

関　

川　

正　

夫
（
河
内
町
）

総
　
代

長　

島　

平　

衛
（
利
根
町
）

蜂　

谷　

和　

夫
（
利
根
町
）

大　

野　

秀　

一
（
利
根
町
）

渡　

辺　

一　

郎
（
利
根
町
）

若　

泉　
　
　

篤
（
利
根
町
）

片　

岡　

秀　

男
（
利
根
町
）

岡　

野　

幸　

助
（
利
根
町
）

杉　

山　
　
　

操
（
利
根
町
）

小　

嶋　

美　

伯
（
利
根
町
）

寺　

島　

忠　

雄
（
利
根
町
）

軽　

部　

盛　

和
（
利
根
町
）

岡　

野　

洋
一
郎
（
利
根
町
）

木　

村　

則　

男
（
利
根
町
）

関　

口　

勝　

正
（
利
根
町
）

吉　

野　

暢　

人
（
利
根
町
）

染　

谷　

正　

美
（
龍
ケ
崎
市
）

大　

谷　

勝　

男
（
龍
ケ
崎
市
）

髙　

島　
　
　

力
（
龍
ケ
崎
市
）

浅　

野　

勝　

良
（
龍
ケ
崎
市
）

鯉　

沼　

三　

雄
（
龍
ケ
崎
市
）

大　

橋　

清　

志
（
龍
ケ
崎
市
）

荒　

井　

正　

芳
（
龍
ケ
崎
市
）

山　

﨑　

正　

則
（
龍
ケ
崎
市
）

宮　

本　

幸　

男
（
龍
ケ
崎
市
）

中　

山　
　
　

務
（
龍
ケ
崎
市
）

永　

井　

左　

内
（
龍
ケ
崎
市
）

土　

屋　

忠　

雄
（
龍
ケ
崎
市
）

酒　

井　

敏　

雄
（
龍
ケ
崎
市
）

大　

貫　
　
　

久
（
龍
ケ
崎
市
）

小　

林　

美
佐
夫
（
龍
ケ
崎
市
）

野　

村　

一　

登
（
稲
敷
市
）

飯　

田　

博　

康
（
稲
敷
市
）

池　

田　

順　

一
（
稲
敷
市
）

油　

原　

正　

男
（
稲
敷
市
）

足　

立　

典　

之
（
稲
敷
市
）

沼　

﨑　

長　

治
（
稲
敷
市
）

海
老
原　

健　

夫
（
稲
敷
市
）

井　

野　
　
　

進
（
稲
敷
市
）

岡　

野　

輝　

夫
（
稲
敷
市
）

荒　

井　
　
　

孝
（
河
内
町
）

山　

田　

浩　

之
（
河
内
町
）

吉　

原　

正　

之
（
河
内
町
）

川　

村　

忠　

昭
（
河
内
町
）

仲
久
木　

雅　

美
（
河
内
町
）

福　

智　

正　

之
（
河
内
町
）

岡　

野　

進　

二
（
河
内
町
）

信　

嶋　

求　

實
（
河
内
町
）

石　

塚　

孝　

之
（
河
内
町
）

上　

山　

盛　

司
（
河
内
町
）

野　

中　

潤　

一
（
河
内
町
）

織　

原　

康　

志
（
河
内
町
）

飯　

塚　

凡　

夫
（
河
内
町
）

田　

口　

好　

一
（
河
内
町
）

大　

竹　
　
　

清
（
河
内
町
）

斎　

藤　

克　

哉
（
河
内
町
）

宮　

本　
　
　

明
（
河
内
町
）

雜　

賀　

善　

德
（
河
内
町
）

萩　

原　
　
　

明
（
河
内
町
）

※
兼
総
代

四
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

第31号 豊 田 新 利 根 土 地 改 良 区 だ よ り 令和４年６月１６日（9）



◎　農地の 相続・売買・贈与・賃借・交換 などしたとき
◎　農業者年金受給のため 経営移譲 のとき
◎　組合員の 死亡 及び 住所 の変更があったとき

　以上のような変更の場合は、資格得喪の通知書を総務課まで届出て下さい。
　また提出する際、本人確認をいたしますので、本人確認できるもの（免許証、保険証等）をご持参の上、
新資格者の方が提出してください。
※資格得喪の通知書は、添付されている用紙をご使用ください。

◎　田を 宅地等 に転用するとき
◎　田を 公共事業用地（道路、公園等）に転用するとき

　以上のような場合は、地区除外申請書、農地転用届を総務課まで届出下さい。
☆　資格の異動（名義変更）、農地転用（地区除外）の届出は、土地改良法第 43 条の
規程により組合員から土地改良区へ 通知することが義務付けられています。
　届出のない場合 は、土地改良区の 台帳は変更されません。
　賦課金は、そのまま賦課されてしまいますのでご注意下さい。

◎　土地改良区の施設等を（出入り口等に）使用したいとき
　上記の場合は、総務課まで申請して下さい。

延滞金について
　督促状を受けた場合は、滞納日数に応じ滞納額に年 14.6％の割合を乗じて計算した延滞金
を頂きます。

滞納賦課金は、新しい組合員が負担
　農地の異動（売買等）の場合、滞納賦課金のある農地を取得しますと土地改良法第四十二
条の規程により取得した組合員が滞納賦課金を納付しなければなりません。
　取得の際には、よく確認して下さい。

●納入通知書の紛失や納期忘れがなく納入できます。
●納入の為、土地改良区や金融機関に出向く必要がありません。
●稲敷農協、水郷つくば農協で口座振替をご希望の方は、土地改良区会計課及びＪＡ稲敷（西
部支店）、ＪＡ水郷つくば（竜ケ崎中央、竜ケ崎西部、牛久、わかくさ支店）に「賦課金
等預金口座振替依頼書」が置かれていますので、所定の事項を記入し、通帳届け印を押印
して提出してください。

●常陽銀行、筑波銀行、水戸信用金庫より口座振替をご希望の方は、土地改良区会計課まで
ご連絡ください。

●郵便局より口座振替、及び払い込みをご希望の方は土地改良区会計課までご連絡ください。

　常陽銀行では令和４年度から窓口での賦課金通知書での取扱いが出来なくなります。ご利用
については常陽銀行の口座振替への変更か他の金融機関窓口でのご利用お願い致します。

次のようなときは土地改良区に手続きをしてください

口座振替のおすすめ　安全・確実・便利

令和４年度　常陽銀行での取扱いについて
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豊かな農地を守るために

※農研機構資料より引用
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●用水機場の休止及び用排水機場電力料金の推移について
　管内の機場電力料金は下記のとおり、平成
23 年度と比較すると概ね 1.5 倍の料金を支払
いました。電力料金の値上げも現在は一定料金
で推移しておりますが、経常賦課金の約１／３
を充当している現状です。組合員の皆様におか
れましては、引き続き節電に御理解、御協力を
お願い致します。なお６月 14日より７月８日
までの毎週火・金曜日、７月 13日から毎週水
曜日、休ませていただきます。

●パイプライン蛇口の盗難について
　平成19年度より毎年、管内全域で蛇口の盗難
について、数多くの報告が寄せられております。
真鍮製の蛇口は盗難されやすいので、プラスチッ
ク製の蛇口への交換をおすすめしております。

●水路は、田圃の血管です
　最近、水路に様々な投棄物（電化製品、タイヤ、
一般家庭ゴミ等々）があります。それらを処分す
るには産業廃棄物として処分しなければなりませ
んし、経費も掛かります。又、パイプラインの目
詰まりの原因にもなります。台風、大雨の時には
冠水して作物に被害が及ぶことになります。皆さ
んの水路です。不法投棄を目撃した時は御一報願
います。

　４月から８月まで水路には水が溢れ
ています。
　子供たちが水路の近くで遊んでいた
ら注意をして事故から守りましょう。

水難事故から
子供を守ろう
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